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福
島
出
張
所
の
開
設

　

江
戸
期
よ
り
全
国
有
数
の
生
糸
産
地
と
し

て
栄
え
た
福
島
は
、
明
治
期
に
は
、
生
糸
の

輸
出
が
さ
か
ん
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
生

糸
の
集
散
地
、
東
北
南
部
の
金
融
の
中
心
地

と
し
て
更
に
発
展
し
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
二

（
注
１
）
花
魁
道
中

　

 

江
戸
時
代
、
位
の
高
い
吉
原
遊

郭
の
遊
女
が
馴
染
み
客
を
迎
え

る
た
め
、
美
し
く
着
飾
っ
て
遊

郭
の
中
を
練
り
歩
い
た
こ
と
。

今
日
で
も
各
地
の
催
し
物
と
し

て
再
現
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
奥
村
精
一
郎

　

 

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現

在
の
東
京
大
学
工
学
部
）
造
家

（
建
築
）
学
科
を
卒
業
。
日
本

銀
行
技
師
。
日
本
銀
行
旧
函
館

支
店
、
日
本
銀
行
旧
福
島
支
店

の
設
計
に
携
わ
る
。

（
注
３
）
葛
西
萬
司

　

 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

帝
国
大
学
工
科
大
学
（
現
在
の

東
京
大
学
工
学
部
）
造
家
（
建

築
）
学
科
を
卒
業
。
日
本
銀
行

技
師
と
し
て
本
店
本
館
、
西さ
い

部ぶ

支
店
に
携
わ
っ
た
後
、
辰
野
金

吾
と
辰
野
葛
西
建
築
事
務
所
を

共
同
経
営
。
旧
盛
岡
銀
行
本
店

本
館
、
東
京
駅
等
を
設
計
。

月
に
日
本
鉄
道
（
現
東
北
本
線
・
上
野
～
仙

台
）
の
開
通
に
よ
り
福
島
駅
が
開
業
し
、
明

治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
に
は
奥お

う
羽う

本
線
（
福
島
～
米
沢
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
北
・
奥
羽
二
大
路
線
の
分

岐
点
と
な
る
福
島
は
、
東
京
と
東
北
地
方
を

結
ぶ
重
要
な
拠
点
と
な
り
、
商
取
引
が
ま
す

ま
す
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
生
糸
業
者
を
中
心
と
す
る

地
元
か
ら
の
強
い
要
望
を
背
景
に
、
明
治

三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
に
、
福
島
出

張
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国

で
七
番
目
、
東
北
地
方
で
は
最
初
の
拠
点
開

設
で
す
。

　

出
張
所
開
設
当
日
は
、「
一
〇
五
万
円
の

現
金
が
運
ば
れ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

駅
前
通
り
は
時
な
ら
ぬ
緊
張
感
が
み
な
ぎ

り
、
興
奮
し
た
人
垣
の
中
を
、
赤
い
旗
を
立

て
た
十
数
台
の
馬
車
に
積
ま
れ
た
現
金
箱

が
、
物
々
し
い
警
戒
の
う
ち
に
出
張
所
に
運

び
込
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
、
米
一
升

が
一
二
銭
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
有
力
者
は
「
こ
れ
で
福
島
は

名
実
と
も
に
全
国
七
位
の
経
済
力
に
な
っ

た
」
と
喜
び
、
誘
致
祝
い
と
し
て
市
内
に
芸

者
連
に
よ
る
花お

い

魁ら
ん

道ど
う

中ち
ゅ
う（

注
１
）
ま
で
繰
り
出

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

福
島
出
張
所
は
、
現
在
も
同
じ
場
所
に

支
店
を
構
え
る
福
島
市
本も

と

町ま
ち

の
七
七
〇
坪

（
約
二
、五
五
〇
㎡
）
の
土
地
と
そ
こ
に
建
つ

二
三
棟
の
建
物
を
購
入
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。（
図
１
）
こ
の
う
ち
出
張
所
の
営
業
所

と
し
て
、
福
島
有
数
の
生
糸
問
屋
「
万
国
屋
」

が
所
有
し
て
い
た
土
蔵
造
り
の
二
階
建
て

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）、
日
本
銀
行
は
、
東
北
地
方
初
の
拠
点
と
し
て
福
島
市
に
出
張
所
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
島
出
張
所
は
支
店
に
昇
格
し
ま
す
。
福
島
支
店
開
業
時
の
店
舗
は
、

七
〇
年
間
に
わ
た
り
地
元
か
ら
親
し
ま
れ
た
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
明
治
洋
風
建
築
で
し
た
。
第
八
回
は
、
そ

ん
な
福
島
支
店
の
旧
店
舗
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
福
島
支
店
旧
店
舗

8

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

写
真
上　

旧
店
舗
の
外
観

写
真
下　

旧
店
舗
の
営
業
場

写真１ 初代福島出張所

写真２　同ロビー風景
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で
、
二
階
に
は
八
〇
畳
敷
き
と
い
う
福
島
一

と
言
わ
れ
た
大
広
間
を
も
つ
建
物
を
使
用
し

ま
し
た
。（
写
真
１
、２
）

　

開
設
当
初
の
建
物
は
い
ず
れ
も
敷
地
内
の

既
存
土
蔵
等
を
改
造
し
た
も
の
で
し
た
。
老

朽
化
が
進
み
、
さ
ら
に
事
務
量
の
増
加
に
よ

る
狭

き
ょ
う
隘あ

い
化
が
著
し
く
な
っ
た
た
め
、
明
治

四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
に
は
、
平
屋

建
て
の
レ
ン
ガ
造
り
の
金
庫
を
新
築
し
、
更

に
将
来
的
な
建
て
替
え
に
先
行
し
て
、
敷
地

内
の
既
存
行
舎
を
仮
営
業
所
と
し
て
増
改
築

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）十
月
、

福
島
出
張
所
の
新
築
計
画
が
決
定
し
ま
す
。

福
島
出
張
所（
支
店
）の
建
築

　

福
島
出
張
所
の
新
築
計
画
が
進
め
ら
れ
る

な
か
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月

に
出
張
所
は
支
店
に
昇
格
し
ま
す
。

　

福
島
支
店
の
設
計
は
、
辰
野
金
吾
（
写
真
3
）

と
長
野
宇
平
治
（
写
真
４
）
に
委
ね
ら
れ
、
さ

ら
に
函
館
支
店
の
設
計
に
引
き
続
き
奥
村
精

一
郎
（
注
２
）
が
再
び
加
わ
り
ま
し
た
。

　

辰
野
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に

日
本
銀
行
本
店
本
館
を
完
成
さ
せ
た
後
、
引

き
続
き
日
本
銀
行
建
築
工
事
顧
問
と
し
て
、

大
阪
支
店
の
新
築
時
か
ら
日
本
銀
行
技
師
長

を
務
め
る
長
野
と
共
に
、
大
阪
、
名
古
屋
、

京
都
、
広
島
、
金
沢
、
函
館
、
小
樽
の
各
支

店
（
出
張
所
）
に
続
い
て
福
島
の
設
計
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
辰
野
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇

二
）
に
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
学
長
を
辞

し
、
元
日
本
銀
行
技
師
の
葛
西
萬
司
（
注
３
）

を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
辰
野
葛
西
建
築
事
務

所
を
設
立
し
、
東
京
駅
舎
（
注
４
）
を
始
め
と

す
る
数
多
く
の
建
物
を
設
計
す
る
中
で
、
東

北
地
方
で
も
福
島
支
店
に
前
後
し
て
盛
岡
銀

行
（
注
５
）
や
福
島
県
農
工
銀
行
（
注
６
）
な
ど

を
設
計
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
長
野
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇

九
）
七
月
に
着
工
し
た
小
樽
と
翌
明
治
四
十
三

年
（
一
九
一
〇
）
春
の
着
工
を
予
定
し
て
い
る

函
館
の
設
計
中
に
福
島
支
店
の
設
計
が
始
ま

る
こ
と
と
な
り
、二
週
間
近
い
行
程
で
東
北・

北
海
道
の
三
つ
の
建
設
地
を
精
力
的
に
確
認

し
て
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
は
台
湾
総
督
府
（
注
７
）
の
設

計
コ
ン
ペ
で
優
勝
す
る
な
ど
建
築
家
と
し
て

の
名
声
を
上
げ
、
後
に
自
ら
の
建
築
事
務
所

を
設
立
す
る
転
機
と
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

明
治
期
に
開
設
し
た
本
支
店
の
建
築
は
、

本
店
本
館
か
ら
始
ま
り
福
島
支
店
を
最
後

に
一
段
落
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
元
年

（
一
九
二
六
）
に
日
本
銀
行
の
建
築
組
織
は

解
散
し
ま
す
。
福
島
支
店
は
辰
野
と
長
野
が

共
同
で
設
計
す
る
最
後
の
建
物
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
築
工
事
は
、
先
行
し
て
建
築
し
た
仮
営

業
所
を
使
用
し
な
が
ら
先
ず
旧
本
館
を
撤
去

し
、
そ
の
跡
に
新
築
す
る
新
本
館
に
業
務
を

移
し
た
後
、
仮
営
業
所
と
残
存
付ふ

属ぞ
く

家や

を
撤

去
し
、
さ
ら
に
金
庫
の
増
築
と
新
付
属
家
等

（
注
４
）
東
京
駅
舎

　

 

辰
野
葛
西
建
築
事
務
所
の
設
計

に
よ
り
明
治
四
十
一
年
（
一
九

　

 

〇
八
）
に
着
工
し
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
に
開
業
し

た
東
京
の
中
央
停
車
場
。
東
京

大
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
た
ド
ー

ム
・
屋
根
等
は
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）
に
復
原
さ
れ
た
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。

（
注
５
）
盛
岡
銀
行

　

 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

に
岩
手
県
盛
岡
に
設
立
さ
れ
た

商
業
銀
行
で
現
在
の
岩
手
銀
行

に
つ
な
が
る
。
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
に
建
築
さ
れ
た
本

店
舗
は
辰
野
葛
西
建
築
事
務
所
の

設
計
に
よ
る
辰
野
式
赤
レ
ン
ガ
建

物
で
、
岩
手
銀
行
中
ノ
橋
支
店
と

し
て
現
存
し
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
６
）
福
島
県
農
工
銀
行

　

 

農
工
業
の
改
良
の
た
め
の
長
期

融
資
を
目
的
に
、
明
治
三
十
一

年
（
一
八
九
八
）
に
設
立
し
、

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に

日
本
勧
業
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀

行
）
と
合
併
（
勧
業
銀
行
福
島

支
店
）。
日
本
銀
行
福
島
支
店

と
同
時
期
に
建
築
さ
れ
た
本
店

店
舗
は
辰
野
葛
西
建
築
事
務
所

の
設
計
に
よ
る
辰
野
式
赤
レ
ン

ガ
建
物
で
昭
和
中
期
に
解
体
さ

れ
た
。

（
注
７
）
台
湾
総
督
府

　

 

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

に
設
立
さ
れ
た
台
湾
を
統
治
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
日
本

の
出
先
機
関
（
昭
和
二
十
年

〈
一
九
四
五
〉
解
体
）
新
庁
舎

建
設
に
あ
た
り
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
に
日
本
初
の
正

式
な
建
築
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、

長
野
宇
平
治
の
デ
ザ
イ
ン
案
が

採
用
さ
れ
た
。
同
庁
舎
建
物
は

現
在
で
も
台
湾
の
総
統
府
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

図１　福島支店の所在地

写真 3　辰野金吾
　明治 12 年（1879）工部大
学校（現在の東京大学工学部）
造家（建築）学科を第１回生
として卒業。近代日本建築界
の先覚者。日本銀行建築顧問。
日本銀行本店本館のほか、東
京駅など明治大正期の日本を
代表する建築物を数多く手掛
けた。（日本銀行金融研究所
アーカイブ所蔵）

写真 4　長野宇平冶
　明治 26 年（1893）帝国大
学工科大学（現在の東京大学
工学部）造家（建築）学科を
卒業。わが国屈指の古典主義
建築家として知られ、日本銀
行本支店を始めとする数多く
の銀行建築を手掛けた。（日
本銀行金融研究所アーカイブ
所蔵）

（注） 昭和 2 年に建築された木造平屋建ての純和風建築で、
阿武隈川を借景とした日本庭園と共に市民の憩いの
場として親しまれている。（平成12年に福島市に売却）
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よ
び
付
属
家
は
渡
り
廊
下
で
接
続
さ
れ
て
い

ま
す
。（
図
２
）

　

本
館
の
大
屋
根
は
、
先
に
完
成
し
た
小
樽

支
店
と
同
様
に
鉄
骨
ト
ラ
ス
構
造
の
小
屋
組

み
で
支
え
ら
れ
、
同
小
屋
組
み
の
上
に
防
火

用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
そ
の
上
に
ス

レ
ー
ト
を
葺ふ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、東
南
角
の

ド
ー
ム
屋
根
と
、正
面
両
側
に
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

（
注
９
）
を
簡
素
化
し
た
切
妻
屋
根
を
設
け
、

正
面
の
二
カ
所
と
背
面
の
一
カ
所
に
ド
ー
マ

窓
（
注
10
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。（
写
真
6
）

　

外
壁
は
レ
ン
ガ
積
み
の
上
に
赤
砂
を
練
り

合
わ
せ
た
モ
ル
タ
ル
を
塗
り
、
腰
部
の
仕
上

げ
に
稲
田
産
花か

崗こ
う

岩が
ん

と
レ
ン
ガ
積
み
を
施
し

て
い
ま
す
。（
写
真
7
）
外
壁
の
装
飾
と
し
て

一
階
に
四
列
、
二
階
最
上
部
に
一
列
の
化
粧

レ
ン
ガ
の
帯
を
廻め

ぐ
ら
し
、
各
窓
上
部
に
も
化

粧
レ
ン
ガ
を
貼
付
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
正
面
外
壁
の
一
、二
階
窓
間
（
四

カ
所
）
と
切
妻
屋
根
（
二
カ
所
）
の
下
に
施

し
た
砂
岩
製
レ
リ
ー
フ
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

ベ
ー
ジ
ュ
色
の
外
壁
に
簡
素
化
さ
れ
た
様

式
装
飾
が
施
さ
れ
た
外
観
に
は
、
本
店
本
館

か
ら
始
ま
る
明
治
期
の
日
本
銀
行
建
物
に
共

通
す
る
古
典
主
義
様
式
の
重
厚
さ
か
ら
解
放

さ
れ
た
あ
る
種
の
軽
快
さ
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

辰
野
と
長
野
の
最
後
の
共
作
は
、
長
野
の

デ
ザ
イ
ン
が
い
ま
ま
で
以
上
に
強
く
表
現
さ

れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

福
島
に
生
ま
れ
た
軽
快
な
明
治
洋
風
建
築

に
市
民
は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

付
属
家
の
改
築

　

そ
の
後
、
木
造
平
屋
建
て
の
付
属
家
は
新

築
か
ら
二
〇
年
近
く
経
過
し
老
朽
化
が
顕
著

と
な
り
、
ま
た
職
員
数
の
急
増
に
よ
り
は
な

は
だ
し
く
狭
く
な
っ
た
た
め
改
築
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
木
造
付
属
家
は
隣
接
す
る

金
庫
と
本
館
の
防
火
上
か
ら
も
問
題
が
あ
る

た
め
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
と

し
て
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
二
月
に

完
成
し
ま
し
た
。（
写
真
8
）

　

更
に
、
昭
和
二
十
四
年
末
に
は
職
員
数
が

大
幅
に
増
加
し
、
付
属
家
が
再
び
狭
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）

十
月
に
既
存
の
二
階
建
て
付
属
家
の
上
に

鉄
骨
造
の
三
階
を
増
築
（
写
真
9
）
し
た
ほ

か
、
翌
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
八
月
に

自
動
車
車
庫
を
新
築
し
、
更
に
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
に
荷に

捌さ
ば
き
所
を
新
築
す
る
こ
と

で
対
応
し
ま
し
た
。（
図
３
）

　

ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
金
庫
の

保
管
量
増
加
に
伴
う
将
来
的
な
金
庫
増
設
に

対
応
す
る
余
地
を
確
保
す
る
た
め
、
昭
和

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
十
一
月
に
東
側
に

隣
接
す
る
二
四
〇
坪
（
約
八
〇
〇
㎡
）
の
土

写真 5　旧店舗の工事風景を
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
は
部
分
請
負
で
施
工
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
レ
ン
ガ
積
み
等
の
主
要
工
事
は
小

樽
支
店
建
物
（
明
治
四
十
五
年
〈
一
九
一
二
〉

七
月
完
成
）
を
一
括
請
負
で
施
工
し
た
富
樫

文
治
（
注
８
）
が
日
本
銀
行
か
ら
の
強
い
信

頼
を
得
て
、
引
き
続
き
請
け
負
い
ま
し
た
。

（
写
真
5
）

　

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）八
月
に
着
工

し
た
工
事
は
、大
正
元
年（
一
九
一
二
）十
一
月

に
本
館
が
完
成
し
、大
正
二
年（
一
九
一
三
）

六
月
に
全
て
の
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

福
島
市
を
代
表
す
る 

明
治
洋
風
建
築

　

新
築
時
の
福
島
支
店
は
レ
ン
ガ
造
り
二
階

建
て
の
本
館
、
平
屋
建
て
の
金
庫
お
よ
び
食

堂
・
宿
直
室
等
の
配
置
さ
れ
た
木
造
平
屋
建

て
の
付
属
家
の
ほ
か
、
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建

て
の
倉
庫
等
で
構
成
さ
れ
、
本
館
、
金
庫
お

（
注
８
）
富
樫
文
治

　

 

明
治
期
の
東
京
神
田
の
棟
梁
。

日
本
銀
行
本
店
本
館
の
施
工

に
関
わ
っ
た
ほ
か
、
小
樽
支

店
と
福
島
支
店
の
新
築
工
事

を
請
け
負
っ
た
。
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
の
新
聞
死
亡
記

事
（
享
年
六
四
歳
）
で
「
建
築

請
負
業
界
の
偉
人
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
注
９
）
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

　

 

西
洋
建
築
の
切
り
妻
屋
根
に
お

け
る
妻
側
屋
根
下
部
と
水
平
材

に
囲
ま
れ
た
三
角
形
の
部
分
。

（
注
10
）
ド
ー
マ
窓

　

 

西
洋
建
築
に
お
け
る
屋
根
裏
や

吹
き
抜
け
へ
の
明
か
り
採
り
や

外
気
導
入
を
目
的
と
し
た
窓
。

写真 9　昭和 25 年増築の付属家（右側）

写真 6　旧店舗の屋根

写真 7　
旧店舗の外壁装飾

写真 8　昭和７年改築の付属家
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地
を
購
入
し
ま
す
。

福
島
の
記
憶
に
残
る
旧
店
舗

　

そ
の
後
の
更
な
る
業
務
拡
大
に
よ
り
、
昭

和
四
十
年
代
末
に
は
既
存
金
庫
の
収
容
力
は

飽
和
状
態
と
な
り
、
本
館
建
物
も
狭
隘
化
と

老
朽
化
が
著
し
く
な
り
業
務
に
支
障
が
出
て

き
た
た
め
、
新
店
舗
の
建
築
が
計
画
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
や
町
並
み
保
存
の
必
要
性
が
強
く

求
め
ら
れ
始
め
た
時
代
を
反
映
し
、
日
本
銀

行
で
は
福
島
最
後
の
明
治
洋
風
建
築
と
な
っ

て
い
た
二
代
目
店
舗
の
保
存
お
よ
び
代
替
地

へ
の
移
転
新
築
を
検
討
し
た
も
の
の
、
取
引

先
の
利
便
性
と
老
朽
化
対
応
も
考
慮
す
る
と

難
し
く
、
現
地
建
て
替
え
し
か
選
択
肢
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
民
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
、
昭
和

五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
十
二
月
に
旧
店
舗

は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
に
新
店

舗
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）に
完
成
し
ま
し
た
。（
写
真
10
、図
４
）

完
成
し
た
新
店
舗
は
、
旧
店
舗
に
比
べ
延
床

面
積
を
二
倍
、
金
庫
収
容
能
力
を
六
倍
に
増

大
し
た
も
の
で
し
た
。

　

旧
店
舗
の
解
体
に
先
立
っ
て
、
市
民
へ
の

一
般
見
学
が
行
わ
れ
、
ま
た
旧
店
舗
の
内
装

材
の
一
部
を
取
り
外
し
福
島
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

現
在
も
、福
島
支
店
の
面
す
る
表
通
り（
レ

ン
ガ
通
り
）
は
金
融
機
関
、
証
券
会
社
、
生

命
保
険
会
社
な
ど
が
立
ち
並
び
、「
福
島
の

ウ
ォ
ー
ル
街
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
11
）

　

か
つ
て
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
た
通
り

は
、
レ
ン
ガ
を
敷
き
詰
め
、
ベ
ン
チ
や
ブ
ロ

ン
ズ
像
が
配
置
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道

路
に
整
備
さ
れ
、
レ
ン
ガ
通
り
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
歩
道
に
は
路
面
電
車
（
注
11
）

や
春
の
風
物
詩
「
吾
妻
の
雪
う
さ
ぎ
」（
注
12
）

と
共
に
、
福
島
支
店
の
旧
店
舗
を
あ
し
ら
っ

た
タ
イ
ル
も
は
め
込
ま
れ
、
福
島
の
懐
か
し

い
記
憶
を
残
し
て
い
ま
す
。（
写
真
12
、
13
）

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
福
島
県
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
幸
い
地
震
に
よ
る
福

島
支
店
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
当
地
が

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
や
相
次
ぐ
余
震

に
見
舞
わ
れ
る
中
、
他
店
か
ら
の
応
援
も
仰

ぎ
な
が
ら
地
域
経
済
の
復
旧
・
復
興
に
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

　

大
震
災
を
乗
り
越
え
た
福
島
支
店
が
、
い

つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
注
11
）
路
面
電
車

　

 

福
島
市
内
と
伊
達
市
の
主
要

地
を
結
ぶ
路
面
電
車
。
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に

信
達
軌
道
と
し
て
開
業
し
た

後
、
飯い
い

坂ざ
か

東と
う

線せ
ん

、
福
島
交
通

と
改
称
し
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
に
廃
止
さ
れ
る

ま
で
、
市
民
の
足
と
し
て
親
し

ま
れ
た
。

（
注
12
）
吾
妻
の
雪
う
さ
ぎ

　

 

早
春
の
吾
妻
小
富
士（
摺す
り

鉢ば
ち

山や
ま

）

の
山
肌
に
残
る
雪
が
う
さ
ぎ
の

よ
う
な
形
に
見
え
る
こ
と
か

ら
「
雪
う
さ
ぎ
」
と
呼
ば
れ
る
。

福
島
市
民
に
春
の
訪
れ
を
知
ら

せ
る
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

図２　旧店舗の配置図（新築時）

写真 11　旧店舗時代の「福島のウォール街」風景

写真 10　現在の福島支店 図４　現在の福島支店の配置図

上／写真12　現在のレンガ通り風景

左／写真13　レンガ通りを走る路面電車

荷捌所

図３　旧店舗の配置図（昭和 27 年荷捌所増築時）

現　福島支店

旧店舗をあしらった
タイル


